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川
口
新
郷
工
業
団
地
協
同

組
合（

理
事
長＝

石
川
義
明

さ
ん）

は
û
１
月
19
日
û
新
春

祝
賀
会
を
新
工
会
館
２
階
ホ

ý
ル
で
開
催
し
た
ü

新
藤
義
孝
衆
議
院
議
員
û

奥
ノ
木
信
夫
川
口
市
長
û
板

橋
智
之
県
議
û
江
戸
袋
町
会

長
前
原
博
孝
市
議
û
飯
塚
孝

行
市
議
û
自
民
党
川
口
支
部

星
野
暁
人
事
務
局
長
や
û
市

経
済
部
小
林
稔
部
長
は
じ
め

各
協
同
組
合
理
事
長
û
埼
玉

新
聞
・
毎
日
新
聞
記
者
û
組

合
関
係
者
等
100
人
余
り
が
出

席
し
た
ü

石
川
理
事
長
は「

日
本
経

済
を
支
え
る
中
小
企
業
の
組

合
と
し
て
û
も
の
づ
く
り
・

人
づ
く
り
に
誇
り
を
持
っ

て

商
売
繁
盛
に
繋
が
る
酉
年
を

歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う」

と

述
べ
ら
れ
た
ü

恒
例
の
長
寿
祝
い
の
米
寿

表
彰
は
û
㈱
川
口
鍛
工
所
石

田
昭
さ
ん
û
㈱
笠
松
鋳
工
所

笠
松
雅
美
さ
ん
û
㈱
明
石
鉄

工
所
佐
野
耕
生
さ
ん
û
㈱
テ

ク
ノ
ス
セ
キ
グ
チ
関
口
生
寿

老
さ
ん
ü
喜
寿
は(

有)

亜
細

新郷工業団地新春祝賀会
各団体 町会が新年会や新春交礼会

本
蓮
町
会

新
春
交
礼
会

１
月
17
日
û
新
郷
地
区
連
合
町
会（

会
長＝

大

栁
祐
一
赤
井
町
会
長）

と
民
生
委
員
・
児
童
委
員

協
議
会（

会
長＝

寺
本
正
和
さ
ん）

の
合
同
新
年

会
が
û
本
蓮
町
会
会
館
で
開
催
さ
れ
た
ü

奥
ノ
木
信
夫
川
口
市
長
û
新
藤
義
孝
衆
議
院
秘

書
の
東
間
亜
由
子
さ
ん
û
板
橋
智
之
県
議
û
幡
野

茂
・
前
原
博
孝
・
飯
塚
孝
行
市
議
等
の
来
賓
が
列

席
さ
れ
た
ü
写
真
左
か
ら
û
東
間
さ
ん
û
飯
塚
さ

ん
û
幡
野
さ
ん
û
奥
ノ
木
市
長
û
大
栁
さ
ん
û
寺

本
さ
ん
û
漆
山
隆
さ
ん
û
板
橋
さ
ん
û
前
原
さ
ん
ü

合
同
新
年
会
に
市
長
も

本
蓮
町
会（

町
会
長＝

中
山
久
仁
夫
さ

ん）

は
２
月
４
日
û
同
町
会
会
館
で
新
春

交
礼
会
を
開
催
し
た
ü

前
新
藤
幸
男
町
会
長
逝
去
の
た
め
一
分

間
の
黙
祷
を
捧
げ
û
開
会
と
な
っ
た
ü

奥
ノ
木
信
夫
川
口
市
長
û
新
藤
義
孝

衆
議
院
秘
書
の
東
間
亜
由
子
さ
ん
û
板
橋
智
之
県
議
û

飯
塚
孝
行
市
議
û
熊
木
利
治
新
郷
支
所
長
等
大
勢
の
来

賓
と
û
役
員
が
列
席
し
た
ü

奥
ノ
木
市
長
は「

地
域
経
済
の
活
性
化
を
は
じ
め

と
し
て
û
新
郷
の
元
気
・
川
口
の
元
気
を
つ
く
る
市
政

運
営
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
ü
皆
さ
ん
元
気
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う」

と
ü

写
真
左
か
ら
û
東
間
秘
書
û
同
町
会
顧
問
の
鈴
木

歳
男
さ
ん
û
中
山
町
会
長
û
奥
ノ
木
市
長
û
飯
塚
市
議
û

板
橋
県
議
ü

赤
井
町
会（

町
会
長＝

大
栁
祐
一
さ
ん）

は
２

月
４
日
û
同
町
会
会
館
で
新
年
会
を
開
催
し
た
ü

大
栁
祐
一
町
会
長
は「

今
年
も
皆
さ
ん
で
力

を
合
わ
せ
住
み
よ
い
地
域
に
し
ま
し
ょ
う」

と
ü
　
　
　
　
　
　
　

新
藤
義
孝
衆
議
院
議
員
û
菅
克
己
県
議
û
前

原
博
孝
・
飯
塚
孝
行
市
議
等
が
列
席
し
た
ü

写
真
左
か
ら
û
石
島
正
文
副
町
会
長
û
赤
井

町
会
相
談
員
佐
藤
健
一
さ
ん
û
関
根
和
雄
副
町
会

長
û
菅
県
議
û
大
栁
町
会
長
û
新
藤
代
議
士
û
前

原
市
議
û
飯
塚
市
議
ü

赤
井
町
会
新
年
会
に

新
藤
さ
ん
菅
さ
ん

亜
鍛
造
所
岡
本
民
子
さ

ん
ü
古
希
は
ア
サ
ヒ
コ

ン
ス
ト
ラ
ク
ト
㈱
富
澤

正
之
さ
ん
に
贈
ら
れ
û
次

い
で
優
良
従
業
員
表
彰

が
あ
っ
た
ü

恒
例
の
餅
つ
き
や
û

ポ
ý
ル
ダ
ン
ス
＆
ジ
ャ

グ
リ
ン
グ
û
お
楽
し
み

福
引
大
会
等
û
大
盛
況

で
あ
っ
た
ü

左から永瀬秀樹県議、前原市議、新藤代議士、石川会長、奥ノ木市長、板橋県議、飯塚市議。
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武
南
交
通
安
全
協
会

平
成
29
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「

電
話
番
号
が
変
わ
っ
た」

川
口
市
防
犯
協
会

榛松中 市長を表敬訪問

新
郷
自
民
党
新
年
会
に
奥
ノ
木
市
長
も

東中 70 周年事業 音楽祭

新
郷
地
区
民
生
委
員
・
児

童
委
員
協
議
会
会
長
が
岸
本

則
男
さ
ん
か
ら
û
寺
本
正
和

さ
ん
に
交
代
さ
れ
た
ü

「

民
生
・
児
童
委
員
の
皆

さ
ん
と
関
係
機
関
に
û
よ
く

連
絡
を
取
り
û
新
郷
地
区
の

見
守
り
隊
と
し
て
努
力
し
た

い」

と
抱
負
を
語
ら
れ
た
ü

１
期
３
年
委
員
と
し
て
貢

献
さ
れ
û
今
年
会
長
に
就
任

さ
れ
た
ü

ま
た
û
30
年
以
上
東
本
郷

台
町
会
の
役
員
と
し
て
û
体

育
部
・
総
務
・
副
町
会
長
・

現
在
広
報
部
長
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
お
り
û
昨
年
11
月
10

日「

川
口
の
日」

で
自
治
振

興
で
表
彰
さ
れ
た
ü

ま
た
û
社
会
福
祉
協
議
会

で
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
ü

出
身
は
û
千
葉
県
安
房
郡

保
田
小
学
校
卒
業
生
ü

座
右
の
銘
は「

当
意
即
妙

（

と
う
い
そ
く
み
ょ
う）

＝

と

っ

さ
に
機
転
を
き
か
せ
る
こ

と」

ü

「

タ
バ
コ
は
吸
わ
な
い
で

す
が
û
酒
・
カ
ラ
オ
ケ
は
好

き
で
す」
ü

よ
く
見
る
テ
レ
ビ
は「

鶴

瓶
の
家
族
に
乾
杯
・
ス
ポ
ý

ツ
番
組」

ü

趣
味
は
ゴ
ル
フ
・
カ
ラ
オ

ケ
ü
職
業
は
自
営
ü

家
族
は
奥
さ
ん
の
千
春
さ

ん
と
次
女
û
長
女
は
独
立
ü

東
本
郷
在
住
ü

昨
年
70
周
年
を
迎
え
た
東

中
学
校（

校
長＝

安
部
正
幸

さ
ん）

は
û
11
月
記
念
式
典

（

実
行
委
員
長＝

小
野
寺
勉
さ

ん）

を
行
い
ま
し
た
ü
そ
し

て
周
年
事
業
締
め
括
り
に
û
１

月
17
日
û
埼
玉
県
警
察
音
楽

隊
に
よ
る
音
楽
祭
を
開
催
し

ま
し
た
ü

会
場
に
は
û
板
橋
智
之
県

会
議
員
û
飯
塚
孝
行
市
議
会

議
員
û
大
栁
祐
一
連
合
町
会

長
等
大
勢
が
観
賞
し
ま
し
た
ü

曲
は「

オ
リ
エ
ン
ト
急
行
・

ハ
ン
ガ
リ
ý
舞
曲
・
風
が
吹

い
て
る
等」

ま
た
û
校
歌
伴

奏
û
演
奏
の
間
に
は
自
転

車
の
乗
り
方
の
講
義
û
鳴
り

や
ま
ぬ
ア
ン
コ
ý
ル
に「

恋」

を
演
奏
さ
れ
ま
し
た
ü
素
晴

ら
し
い
ハ
ý
モ
ニ
ý
が
û
体

育
館
に
響
き
渡
り
ま
し
た
ü

隊
長
の
島
田
俊
雄
さ
ん
は

「

生
き
生
き
し
た
生
徒
さ
ん

で
û
一
生
懸
命
聴
い
て
く
れ

る
姿
勢
が
嬉
し
か
っ
た
で
す」

と
感
想
を
語
ら
れ
た
ü

生
徒
は「

今
迄
聴
い
た
演

奏
の
中
で
１
番
の
感
動
を
受

け
ま
し
た
ü
こ
れ
か
ら
も
多

く
の
人
を
感
動
さ
せ
て
下
さ

い」「

優
し
く
滑
ら
か
で
û
全

て
を
包
み
込
ん
だ
よ
う
な
音

色
で
本
当
に
憧
れ
ま
し
た
ü
感

動
を
û
楽
し
い
時
間
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た」

と
ü

小
野
寺
実
行
委
員
長
は「

埼

玉
県
警
察
音
楽
隊
に
来
て
頂

き
盛
大
に
出
来
ま
し
た
ü
素

晴
ら
し
い
ハ
ý
モ
ニ
ý
が
体

育
館
に
響
き
渡
り
û
校
歌
も

伴
奏
し
て
頂
き
全
員
で
歌
い

感
動
し
ま
し
た
ü
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た」

と
û
成

功
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
ü

民
生
・
児
童
委
員
会
長
に

寺
本

正
和
さ
ん（

65）

1月 27日、東本郷商店会（会長＝高橋克彰さん）は、そうますレストホールで定期総会を行
い、その後、新年祝賀会を開催した。板橋智之県議の夕佳里婦人、飯塚孝行市議や中山久仁夫本
蓮町会長等が激励に訪れた。
写真左から、飯塚さん、中山さん、高橋さん、板橋さん、川田寿さん。

文部科学省では、学校安全及び学校給食の普及と向上に尽力し多大な成果を上げた学校などを

文部科学大臣が表彰し、振興の推進を図っている。

平成 28年度学校安全部門で文部科学大臣表彰を受賞した、榛松中学校の清水幹明校長、長岡

菜穂養護教諭、佐藤太温君、濵砂凛さんは、学校給食部門表彰で同じく受賞した元郷南小学校

（校長＝菅原京子さん）等と共に、1月 20日奥ノ木信夫川口市長を表敬訪問した。

お土産に川口のマスコット「きゅぽらん」のぬいぐるみを頂いた。

写真左から清水校長、佐藤君、奥ノ木市長、濵砂さん、茂呂修平教育長、長岡先生。

１
月
21
日
ÿ
自
由
民
主
党
新
郷

連
合
支
会（

支
会
長＝

鈴
木
歳
男

さ
ん）

は
ì
天
府
楼
で
新
年
会
を

行
っ
た
í

奥
ノ
木
信
夫
川
口
市
長
ÿ
新
藤

写
真
左
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

小
森
谷
泰
史
さ
ん
û
島
田
俊

雄
隊
長
û
板
橋
さ
ん
û
阿
部

校
長
û
小
野
寺
さ
ん
ü

義
孝
衆
議
院
議
員
秘
書
の
東
間
亜
由

子
さ
ん
ì
板
橋
智
之
県
議
ÿ
前
原
博

孝
・
飯
塚
孝
行
市
議
ÿ
自
民
党
員
が

大
勢
で
新
年
会
を
行
い
ì
抽
選
会
で

終
了
し
た
í

写
真
上
は
左
か
ら
草
柳
喜
好
さ

ん
ì
前
原
さ
ん
ì
奥
ノ
木
市
長
ÿ
鈴

木
さ
ん
ì
飯
塚
さ
ん
í

写
真
左
は
ì
左
か
ら
東
間
さ
ん
ì

板
橋
さ
ん
ì
鈴
木
さ
ん
í

東
本
郷
商
店
会
新
年
会

8



武
南
警
察
署

（３）２０１７年（平成２９年）２月１５日（水曜日） 新　 郷　 新　 聞 第２６０号

見
に
つ
け
よ
う
　
命
の
お
守
り
　
反
射
材

と
い
う
電
話
は
詐
欺

武
南
警
察
署

歯
科
医
の
風

人
の
一
生
が
長
く
な
る
に
つ
れ

て
û
生
活
習
慣
病
と
い
わ
れ
る
û

誰
も
が
か
か
る
可
能
性
の
あ
る
病

気
が
増
え
て
い
ま
す
ü

糖
尿
病
û
高
血
圧
û
高
脂
血

症
û
心
臓
病
û
ひ
ざ
痛
û
腰
痛
û

歯
周
病
な
ど
û
種
々
の
慢
性
病
の

治
療
を
受
け
て
い
る
患
者
さ
ん

が
û
私
の
周
り
に
沢
山
い
ま
す
ü
　

歯
科
に
お
け
る
歯
周
病
の
治
療

は
û
３
ヶ
月
か
４
ヶ
月
毎
に
û
歯

の
周
囲
の
歯
垢
や
歯
石
を
取
る
口

腔
ケ
ア
で
û
病
気
の
進
行
を
止
め

た
り
改
善
し
た
り
し
ま
す
が
û
そ

の
他
の
全
身
の
病
気
は
薬
を
飲
む

こ
と
で
û
そ
の
進
行
や
症
状
を
抑

え
て
い
こ
う
と
い
う
治
療
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
ü

そ
の
為
û
歯
科
に
来
院
さ
れ
る

患
者
さ
ん
の
治
療
を
始
め
る
前

に
û
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
û
今
ど
ん
な
薬

を
飲
ん
で
い
る
か
と
い
う
事
で

す
ü
最
近
で
は
患
者
さ
ん
の
方
か

ら
お
薬
手
帳
な
ど
を
出
し
て
û
歯

科
の
治
療
が
で
き
る
か
ど
う
か
û

歯
科
で
出
す
お
薬
と
ダ
ブ
っ

た

り
û
飲
み
合
わ
せ
が
悪
く
な
ら
な

い
よ
う
に
û
注
意
を
促
し
て
く
れ

ま
す
ü

そ
れ
に
し
て
も
û
今
の
時
代
は

良
い
薬
が
で
き
て
û
そ
れ
を
飲
め

ば
一
応
症
状
も
軽
く
な
り
û
生
活

の
質
も
上
が
り
û
は
て
は
長
生
き

に
貢
献
し
て
い
る
の
か
と
薬
に
感

謝
す
る
の
で
す
が
û
し
か
し
漫
然

と
長
期
間
û
何
種
類
も
多
量
に
飲

み
す
ぎ
て
は
い
な
い
か
と
も
思
う

の
で
す
ü
普
通
薬
は
病
気
を
治
す

為
に
飲
む
も
の
で
û
病
気
が
治
れ

ば
服
用
を
止
め
ま
す
ü
私
の
と
こ

ろ
で
出
す
薬
も
３
þ
４
日
分
で
û

い
つ
も
事
足
り
ま
す
ü

し
か
し
û
生
活
習
慣
か
ら
生
じ

た
病
気
に
対
し
て
は
û
そ
の
慢
性

症
状
を
抑
え
る
目
的
で
常
に
薬
を

飲
み
続
け
て
い
る
の
が
実
情
で

す
ü
そ
の
結
果
薬
の
持
つ
負
の
面

が
い
つ
し
か
出
て
来
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
に
な
り
ま
す
ü

そ
れ
は
ど
ん
な
薬
で
も
û
自
律

神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
û
交
感

神
経
を
緊
張
さ
せ
る
働
き
が
あ
り

ま
す
ü
一
時
的
で
あ
れ
ば
病
気
を

引
き
起
こ
す
よ
う
な
悪
さ
を
し
ま

せ
ん
が
û
長
い
間
交
感
神
経
を
緊

張
さ
せ
続
け
る
と
û
何
ら
か
の
次

の
病
気
の
引
き
金
を
引
く
こ
と
に

な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
す
ü

自
分
の
体
調
と
相
談
し
な
が
ら

運
動
や
û
人
と
の
お
し
ゃ

べ
り

や
û
体
を
温
め
る
工
夫
な
ど
で
改

善
を
図
る
方
法
も
あ
る
と
思
い
ま

す
ü

岩
下
歯
科
医
院（

榛
松）

院
長
　
岩
下
　
一
三

1月 16日、新郷小学校（校長＝浦谷信一さん）の3年生が食育学習を行った。
社会福祉協議会（会長＝漆山隆さん）主催で、キタオワールドの喜多尾講子

さんが、食の大事さを三角ボード等を使い、感謝の気持ち等を指導。腹話術では
愛ちゃん登場で食材の勉強を。主任児童委員の中川光恵さんも協力。
次いで漆山さんが、食育カルタ取りを行い盛り上がった。
写真左は漆山さん、右は喜多尾さん。

長
野
県
人
川
口
新
郷
会（

会

長＝

西
澤
聖
人
さ
ん）

は
ì

15
周
年
を
迎
え
た
２
月
５
日
ÿ

赤
井
町
会
会
館
で
新
年
会
を

行
っ
た
í

山
崎
武
光
さ
ん
の
開
会
挨

2月 3日節分、峯ヶ岡八幡神社（神職＝宮本洋平さん・総代長＝関長左衛門さん）は、福を願って豆まきを行
った。多くの老若男女が集い、関係者が撒く沢山の品々を、両手をあげキャッチしたり拾い集めたりして福を戴
いていた。
写真左端は宮本神職、中央は板橋智之県議会議員、右隣から関総代長、田中喜久治さん、田中照昌さん、山田
÷一峯町会長と、関係者の皆さん。

東本郷氷川神社（総代長＝松本正則さん）では、来賓や年男の、
蓮沼幸一さん、深澤勝五郎さん、荒井和夫さん、役員等大勢が豆ま
きを行った。
写真前列左から、深澤さん、宮本洋平神職、松本総代長。
後列左から蓮沼さん、板橋智之県議会議員、荒井さん。

東
本
郷
氷
川
神
社

峯
ヶ
岡
八
幡
神
社
で

節
分
祭

２
月
４
日
ÿ
新
郷
地
区
長
寿
ク

ラ
ブ
連
合
会（

会
長＝

小
川
信
雄

さ
ん）

は「

新
春
初
笑
い
大
会」

を
新
郷
公
民
館
ホ
î
ル
で
開
催
し

た
í奥

ノ
木
信
夫
市
長
ÿ
地
元
県
議

や
市
議
ÿ
新
郷
地
区
10
町
会
長
ÿ

熊
木
利
治
新
郷
支
所
長
等
大
勢
が

激
励
さ
れ
た
í

恒
例
の
各
ク
ラ
ブ
の
演
芸
大

会
や
福
引
抽
選
会
に
楽
し
い
ひ
と

時
を
共
有
し
た
í

写
真
左
か
ら
ì
幡
野
茂
市
議
会

議
員
ÿ
大
栁
祐
一
連
合
町
会
長
ÿ

飯
塚
孝
行
市
議
会
議
員
ÿ
小
川
会

長
ÿ
板
橋
智
之
県
議
会
議
員
ì
前

原
博
孝
市
議
会
議
員
þ

新
春
初
笑
い
大
会

長野県人会１５周年記念新年会

食
育
学
習
で
マ
ジ
ッ
ク

腹
話
術
を
使
い
勉
強

拶
ÿ
西
澤
会
長
挨
拶
ì

15
周
年
の
歩
を
大
井
幸

子
さ
ん
ì
井
出
千
代
子

さ
ん
の
乾
杯
で
和
や
か

に
会
食
þ

三
好
義
昭
さ
ん
の

マ
ジ
ッ

ク
や
ビ
ン

ゴ
大
会
ÿ
カ
ラ
オ

ケ
大
会
で
楽
し
い

ひ
と
時
を
共
有
し

た
í



平成２９年１月末交通事故状況

県　 内　 　 　 　 　 　 　 武南警察署管内

人身事故 2,027 件（+21）  　   　 　 ５７件（-１５）

死者数       13 名（0）          ０名（０）

負傷者  2,471 名（-14）    　 　    ６６名（-１７）

物損事故11,477 件（+161）  　 　  ３１５件（-２４）

平成29 年1月31 日 交通事故日報（カッコは前年対比）

２０１７年（平成２９年）２月１５日（水曜日）　（４）第２６０号 新　 郷　 新　 聞

書
初
め
展
と
作
品
展

C
型
肝
炎
治
療
薬「

ハ
ý

ボ
ニ
ý
配
合
薬」

の
偽
造
品

に
つ
い
て
û
新
聞
紙
面
を
に

ぎ
わ
せ
て
い
ま
す
ü

各
薬
局
に「

ハ
ý
ボ
ニ
ý

配
合
薬
を
投
薬
す
る
と
き
は
û

封
を
開
け
１
錠
ず
つ
形
状
・

刻
印
・
色
な
ど
確
認
し
て
投

薬
す
る
よ
う
に」

と
連
絡
が

あ
り
ま
し
た
ü

こ
の
お
薬
は
û
封
印
シ
ý

ル
が
さ
れ
た
外
箱
に
û
中
身

の
見
え
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク

ボ
ト
ル
に
入
っ
て
い
ま
す
ü
１

日
１
回
１
錠
の
服
用
で
12
週

間
続
け
ま
す
ü（

１
瓶
28
錠
入）

偽
造
品
は
û
処
方
せ
ん
で

投
薬
さ
れ
た
パ
ッ

ケ
ý
ジ
を

上
手
に
剥
が
し
て
中
身
を
別

の
商
品
に
入
れ
替
え
て
い
た

よ
う
で
す
ü
現
金
問
屋
に
持

ち
込
ま
れ
た
こ
と
自
体
が
奇

異
な
の
で
す
が
û
一
般
の
薬

局
で
は
正
規
の
問
屋
さ
ん
を

取
引
先
に
し
て
い
ま
す
ü

日
本
の
医
療
用
医
薬
品
は
û

特
別
な
場
合
を
除
き
小
箱
の

中
も
ヒ
ý
ト
シ
ý
ル
に
１
錠

ず
つ
入
っ

て
い
ま
す
ü
日
本

の
標
準
に
合
わ
せ
て
も
ら
う

よ
う
に
す
れ
ば
û
今
回
の
よ

う
な
偽
造
品
は
防
げ
た
と
思

い
ま
す
ü

保
険
薬
剤
師中
山
　
久
仁
夫

偽

造

医

薬

品

?

本
蓮
町
会（
町
会
長＝

中
山
久

仁
夫
さ
ん）

は
û
１
月
28
日
と
29

日
の
２
日
間
に
わ
た
り
û
同
町
会

会
館
で
û
子
供
会（

会
長＝
蓮
沼

宏
治
さ
ん）

主
催
の「

書
初
め

展」

と
文
化
厚
生
部（

部
長＝

浮

須
信
雄
さ
ん）

の「

作
品
展」

が

開
催
さ
れ
た
ü

板
橋
智
之
県
議
会
議
員
û
飯
塚

孝
行
市
議
会
議
員
û
熊
木
利
治
新

郷
支
所
長
û
宝
田
晃
治
新
郷
公
民

館
長
等
来
賓
が
û
表
彰
式
で
祝
辞

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
（
263
）

や
表
彰
状
を
渡
し
û
祝
っ
た
ü

書
初
め
展
第
20
回
受
賞
者

▼
町
会
長
賞（

金
賞）

＝

石
井
康

志
郎（

小
５
・
本
郷）

▼
埼
玉
県

議
会
議
員
賞＝

滝
野
晃
平（

小

６
・
峰
岸）

▼
川
口
市
議
会
議
員

賞＝

山
﨑
美
智（

小
５
・
上
宿）

▼
新
郷
支
所
長
賞＝

山
下
ゆ
い

（

小
４
・
蓮
沼）

▼
新
郷
公
民
館

長
賞＝

西
村
紫
音（

小
３
・
周

事）

▼
新
郷
南
公
民
館
長
賞＝

葛

原
龍（

小
３
・
峰
岸）
▼
新
郷
新

聞
社
賞＝

草
柳
利
奈（

小
５
・
下

宿）

▼
子
供
会
会
長
賞＝

中
島
秀

人（

小
６
・
周
事）

▼
文
化
厚
生

部
長
賞＝

高
梨
愛
心（

小
１
・
蓮

沼）

▼
町
会
長
賞（

銀
賞）

＝

蓮

沼
桃
果（

小
５
・
蓮
沼）

鈴
木
唯

月（

小
２
・
周
事）

▼
町
会
長
賞

（

銅
賞）

＝

田
村
陸
翔（

小
５
・

曲
輪）

石
井
人
成（

小
２
・
本

郷）

関
口
英
汰（

小
３
・
本
郷）

▼
奨
励
賞＝

蓮
沼
莉
奈（

小
４
・

蓮
沼）

飯
塚
孝
長（

小
３
・
曲

輪）

山
口
夏
凛（

小
３
・
周
事）

中
村
真
澄（

小
２
・
峰
岸）

五
味

渕
穂
果（

小
２
・
周
事）

香
山
恵

梨
花（

小
１
・
峰
岸）

村
田
茉
唯

（

小
６
・
上
宿）

岩
渕
結
衣（

小

４
・
上
宿）

香
山
桃
花（

小
５
・

峰
岸）

高
梨
心
美（

小
５
・
蓮

沼）
（

敬
称
略）

写
真
は
後
列
左
か
ら
宝
田
さ

イ
ベ
ン
ト
情
報

今
月
の
新
郷
句
楽
部

余
寒
な
ほ
血
圧
計
の
素
直
な
る
　
　
　
　
東
本
郷
　
豊
後
照
子
　

梅
香
る
返
し
た
く
な
き
免
許
証
　
　
　
　
榛
松
　
　
相
沢
雅
乃

年
明
け
て
医
師
に
貰
い
し
視
界
澄
む

本
蓮
　
太
田
垣
登
志
乃
　
　
　
　

梅
が
香
を
探
り
に
い
つ
か
来
た
道
へ
　
　
芝
富
士
　
神
作
恵
子
　
　
　
　

春
セ
î
タ
î
着
る
楽
し
み
を
待
つ
日
か
な

前
野
宿
　
森
田
米
子
　
　
　
　

梅
一
輪
ほ
ど
ほ
ど
の
夢
咲
か
せ
た
し
　
　
大
竹
　
　
井
上
靖
子

あ
と
が
き

立
春
と
は
名
の
み
の
寒
さ
が

続
い
て
い
ま
す
ü
寒
さ
の
性
で

し
ょ
う
か
全
国
で
火
事
が
多
い

で
す
ü
最
近
は
安
全
装
置
が
発

達
し
て
い
ま
す
が
で
も
安
心
せ

ず
û
火
の
も
と
に
は
十
分
気
を

付
け
て
お
過
ご
し
下
さ
い
ü

今
月
号
は
各
界
の
新
春
交
礼

会
û
新
年
会
が
多
く
あ
り
û
同

じ
よ
う
な
写
真
に
な
り
ま
し
た
ü

次
号
は
３
月
15
日（
水）

発
行
日
で
す
ü

ん
û
飯
塚
さ
ん
û
中
山
さ
ん
û
熊

木
さ
ん
と
û
入
賞
の
子
ど
も
達
ü

佐
藤
雅
彦
・
希
望
の
世
界

絵
画
と
写
真
展

◇
日＝

３
月
14
日（

火）

◇
時＝

13
時
ÿ
18
時

◇
日＝

15
日（

水）

◇
時＝

10
時
ÿ
17
時

◇
会
場＝

リ
リ
ア
３
階

◇
入
場
無
料

◇
主
催＝

認
知
症
と
共
に

歩
む
本
人
の
会
þ

を
作
っ

て
い
る
û
榛
松
の
佐

伯
清
二
さ
ん（

67）

ü

老
人
会
や，

障
害
者
施

設
û
児
童
館
等
で
指
導
も
し

て
い
る
ü

「

も
っ
た
い
な
い
精
神
で
û

発
泡
ス
チ
ロ
ý
ル
で
何
か
で

き
な
い

か
と
思

い
û
誰

に
教
わ

っ

た
わ

け
で
な

し
û
自

分
で
考

え
て
始

め
た
ら

近
所
の

人
に
褒

め
ら
れ

そ
の
気

納
豆
の
フ
タ
等
の
発
泡
ス

チ
ロ
ý
ル
で
û
バ
ラ
の
花(

写

真
下)

û
壁
掛
け，

飛
行
機
û

携
帯
電
話
置
の
ゾ
ウ
さ
ん
等

に
な
っ
て
作
り
だ
し
た
ü
　
　

白
い
色
の
発
泡
ス
チ
ロ
ý

ル
は
沢
山
あ
る
が
û
色
の
付

い
た
材
料
の
調
達
に
û
探
し

回
る
の
が
大
変
û
だ
が
作
る

作
業
も
さ
ら
に
大
変
ü
好
き

だ
か
ら
出
来
る
ん
だ
よ
ね
ü
後

継
者
が
現
れ
て
ほ
し
い
ね」

と

話
す
ü
ま
た
û「

御
巣
鷹
山
に
û

人
知
れ
ず
に
作
品
を
供
え
た

い
の
が
夢」

と
も
ü

さ
ら
に「

作
品
は
協
力
者

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
で

何
で
も
創
り
ま
す

１
月
31
日
û
川
口
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
û
第
５
回

大
演
芸
大
会
が
リ
リ
ア
メ
イ

ン
ホ
ý
ル
で
開
催
さ
れ
た
ü

新
郷
か
ら
は
û
本
蓮
の
林

玲
子
さ
ん
他
４
名
で
踊
り
秋

田
甚
句
を
û
榛
松
の
栁
沢
朱

さ
ん
他
６
名（

写
真）

に
よ

る
踊
り
十
日
町
小
唄
等
を
披

露
し
た
ü

大
演
芸
大
会

第
３
回
は
と
が
や
助
産
所

親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
î
ト

◇
日＝

４
月
16
日（

日）

◇
時＝

11
時
開
演

◇
所＝

鳩
ケ
谷
駅
市
民
セ
ン

タ
î
ダ
ヴ

◇
内
容＝

子
ど
も
と
一
緒
に

楽
し
め
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
中

心
の
コ
ン
サ
î
ト

歓
喜
の
歌
・
聖
者
の
行
進

大
き
な
太
鼓
等

◇
チ
ケ
ッ
ト＝

一
般
千
円

子
ど
も
５
百
円

◇
問＝

助
産
所
代
表

鵜
野
洲
２
８
４-
６
３
６
２

が
い
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
ü
あ

り
が
と
う」

と
ü

座
右
の
銘
は「

感
謝
・
恩

返
し」

ü

「

カ
ラ
オ
ケ
少
々
・
た
ば

こ
は
ス
パ
ス
パ
û
酒
は
飲
ま

な
い
で
す」

ü「

テ
レ
ビ
は
好
き

じ
ゃ

な
い
û
見
れ
ば
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ý
も
の
か
な」

ü

趣
味
は
物
づ
く
り
û
今
ま

で
に
û
リ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ý
や

切
り
絵
û
ビ
ニ
ý
ル
ひ
も
で

尾
長
鳥
等
を
作
り
û
お
祝
い

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
か
ら

と
注
文
が
来
て
û
と
て
も
喜

ば
れ
た
ü
そ
れ
に
家
庭
菜
園
ü

家
族
は
奥
さ
ん
と
三
男
の

３
人
ü
長
男
・
次
男
は
独
立

孫
３
人
ü

榛
松
在
住
ü

川
口
法
人
会
第
４
支
部
　
　

主
催
の
講
演
会

税
制
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

◇
日＝

２
月
21
日（
火）

◇
時＝

午
後
６
時
30
分
～

８
時
00
分

◇
所＝

新
郷
工
業
団
地

協
同
組
合
新
工
会
館
２
Ｆ

◇
講
師＝

税
理
士
　

川
口
峯
Ｔ
Ｂ
Ｇ
初
打
ち
大
会

◇
優
勝＝

吉
田
富
男
▽
２

位＝

山
田
÷
一
▽
３
位＝

熊

沢
康
雄
þ
　
　
　
　
　
　
　
　

◇
優
勝＝

石
井
幸
子
▽
２

位＝

太
田
順
子
▽
３
位＝

小

野
キ
ミ
エ
í

◇
ベ
ス
グ
ロ＝

熊
沢
康
雄
ÿ

小
野
キ
ミ
エ
í（

敬
称
略）

ス
ポ
ー

ツ
の
記

録

市
原

和
洋
氏

◇
定
員＝

100
名

【

入
場
無
料】

先
着
順

◇
申
込＝

第
４
支
部
事
務
局

電（

２
６
３）

３
４
７
４


